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しかして共同研究者後藤の実証せる妊娠時, とくに後半期における体脂質量の増加は, 分娩, 産裾時に
おけるエネルギー需要の増大に対してあらかじめ行なわれている妊娠時物質代謝の合目的性を示している
と思われる｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
著者はウイスター系妊娠白鼠につき, 妊娠末期より分娩, 産裾時にかけて血清総脂酸, 血中ケトン体,
肝および筋総脂酸, 血糖, 肝および筋グリコゲンの消長を動的に追求, 分娩時には妊娠末期におけるより
も筋総脂酸は減量, 血清総脂酸, 血中ケトン体, 肝総脂酸等は増量することより, 分娩時には脂質の動員






以上の点をさらに飢餓, 脂肪乳剤負荷時について追求したところ, やはり分娩, 産裾時とくに前者にお
いて体内蓄積脂質外来脂質等のエネルギー源として処理はたかまっており, かつ組織グリコゲン等も増量
することをみ, 要するに分娩, 産裾時における脂質のエネルギー化機構には特異性があり, この面にもつ
脂質の重要性を補填したのである｡
このように本論文は学術上有益であり, 医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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